
平成 17年 6月

慶應義塾大学国際関係会・ IIR
OB・ OG会 会員各位

IIR/OB・ OG会
会長  石 原  渥 勇
創立 50周年記念行事実‐行委員会

委員長 西 室  泰 三

.IIR創立 50周年記念行事催行のご報告とお礼

去る4月 24日、好天の下t三田山上において、 IIRの創立50周年を祝う集まりを盛大に開催す
ることができました。会員 170人、学生会員60人、交換学生OB・ OGの他、田中常任理事を始
め塾関係者、歴代の顧間の先生、お世話になったホストファミリーなど、総勢 260人のご参会があ
りました。

記念行事催行のための賛助金を拠出頂いた204人の会員の皆さん、記念誌の広告のご協賛を頂いた

方々、また、足掛け 3年に亘り記念誌制作のために奔走頂いた記念誌編集委員の諸兄姉、更には、昨

年 3月以来記念行事実施のための牽引役を務めて下さつた実行委員の方々、会員の皆さんへの連絡役

を弓|き受けて頂いた各期の代表、当日の運営を一手に担つて頂いた学生会員の諸君など、多数の方々 /
のお力添えのお陰で盛会となりました。改めて、心から感謝申し上げます 6

、v/   ご参加を頂けなかつた方々にも当日の模様をお伝えいたし、併せて、記念行事に関わる収支について

会員の皆さんにご報告いたします。

[記念行事]

第一部 記念式展 14:00～ 14:30 於 :北館 1階「フアカルテイホール」
○開会挨拶     50周 年記念行事1実行委員会     委員長  西室 泰三
〇会長挨拶     国際関係会・ IIR/OB00G会   会長   石原 渥勇
○祝辞       慶應義塾大学            常任1理事 田中 俊郎氏
○表彰       ホストファミリー 渡辺 美恵殿

記念論文コンテスト入選者

司会 :安倍 宏行君 (23期 )



古稀を過ぎて益々お元気な 1期の先輩から、 OBoOG会 に仲間入 りしたばかりのフレ
ッシュな 49期まで、 169人 の会員が一堂に会 した創立 50年 を祝う会は、第一部の
記念式典で幕を開けました。セレモニーに相応 しいフォーマルな雰囲気の中にも、血の

つなが りを感 じさせるような和やかさが漂い、それぞれが往時を思い起こしながら、改

めて 50年の時間の経過を実感しました。
IIRの 活動を陰で支えて頂いた多 くのホス トファミリーの方々を代表して、 30年近
くに亘 りお世話を続けて下さつた渡辺美恵殿に、会長から心からのおネしの言葉と感謝状

を差し上げました。

50周年を機に、「これからの IIR」 のテーマで学生諸君から記念論文を募集し、 40
編近い応募の中から5名 を入選とし、賞状・賞金を贈呈しました。

第二部 記念パネルデイスカッション 14:40～ 16:30
テーマ :「グローバル時代一学生による国際交流の意義」

モデレーター :伊勢 桃代君 (日本国連協会冨1理事長/11R,3期 )

パネリスト :田中 俊郎氏 (慶應義塾大学法学部教授・常任理事)
Ahb Seth氏 (慶應義塾大学院グローバルセキュリティ研究所所長

デリー大学 。第 2回交換留学生 )

薗部 明史君 (国際コンサルタント/11R。 15期
スタンフォー ド大学 。第 15回交換留学生 )

田中氏からは、 2007年 の塾の創立 150年 を契機に、更なるグローバルイヒを志向
する塾の視点から、 IIRへ の期待が述べられました。セット氏は、インドと日本と
の関係について、新たな世界観に基づく示唆が提示されました。薗部君は、スタンフ

ォー ドヘの留学以降、実務家として国際的な環境の中での活動から得られた現実的な

提言がありました。伊勢君から、国連という場で、世界を日本を眺めて来 られた立場

から、 IIRが今後志向すべき方向についての多 くの視点の提示がありました。
会場の参加者からも活発な意見の表明などが続き、予定の時間を超過し、レセプショ

ンのスター トの時間が追り、デイスカッションは終了となりました。

学生諸君が、現在の国際的な環境を正しく認識し、新しい方向を目指すために、貴重

な示唆を得られたものと思います。

第三部 記念レセプション 16:30～ 18:30 於 :北館 B階「キャフェテリア」
会場内において、 50年の活動を辿る史料を展示
賛助金拠出者に、 50周年記念誌を贈呈

司会 :森山 俊輔君 (29期 )
安岡 美佳君 (44期 )



IIR創立者の似鳥 誠君のご挨拶で乾杯 し、開宴しました。

250人 に及ぶ参会者で、会場は、渋谷駅前のスクランブル交差点のような混雑振り

を呈しました。

スタンフォー ド初代の留学生 B.K.マーシヤル君親子、UBC初 代の S.T.フ カワ君

夫妻、デリー第 2回のA.セ ット君夫妻など草創期の懐かしい顔ぶれを囲んで、同期

。同時代の輪ができ、会場全体が、学生時代に共有した時間を思い起こすアツトホー

ムな雰囲気に満たされました。

2時間がアツという間に過ぎて、実行委員長代行の 4期種房俊二君の締めの挨拶があ

り、学生さんのリー ドで全員で肩を組み合つて若き血を唱い散会となりました。

思い思いのグループで二次会へと流れ、当夜は三田周辺の飲み処は遅くまで賑わつた

そうです。

3は大きく様変わりしていますが、人の心
。人と人を結

ヨ互理解というIIR創立時の精神は、グローバル化が

進み、国境が消えつつある世界において、より切実で、且つ深刻
。重要なテーマです。

IIRが、新 しい 50年を拓く上で、今回の催事が、何かを点ずることができたとすれば、催行に携

わつて来た者として、望外の喜びとするところです。

賛助金の拠出にご協力を頂いた皆さん、当日ご参会を頂いた方々、記念誌にご寄稿下さつた諸兄姉、

また、実行部隊として運営を担つてくれた学生諸君、皆さんのお陰で滞 りなく所期の目的を達するこ

とができました。

改めて、心からお礼を申し上げます。有難うございました。J

また、 2年間以上に亘り、デツサンを描き、構図を整え、色を乗せて仕上げるまで、ご苦労頂いた以

下の委員の諸氏に対しても、全会員とともに、深甚なる感謝と敬意を表したいと思います。

実行委員/4期 :種房俊二、荻田 浩、芦田 均、 5期 :金井好弘、 6期 :肥田良夫、安井志郎

7期 :小笠原正文、亘理 泰、 8期 :中江隆耀、渡邊宣子、 9期 :谷口昌男

10期 :加藤彰夫、森 由美、11期 :伊藤 裕、25期 :堀回聡美、39期 :富田紀男

学生 :中尾 雄、退見 力、宮ケ原 英

記念誌委員/13期 :岩田紘行、15期 :田付晶子、16期 :安冨英子、32期 :千代延勝利

学生 :千木良恭正

追而  「 50周年記念誌」の残部があります。ご希望の方には、 1部 3,000円 でお頒けします。

OB会幹事長・加藤彰夫君までお申し込み下さい。(080-1131-7925)
以上
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編・集・後・記

石原継勇氏 (1期 )がドj度会長に選出された 2∞3年 ()「1の OB・ OG会総会にお

ける最大のテーマは、IIR御1立Юlrll年記念行事をよ馬 年4月 に材l催することであ

った,それは今までの∞年間のⅢtの活動を振 1)返 り、今後のⅡRはいかにある
べきかを主軸にして種々の行事を行うことであり、そしてその中′亡ヽが記念iどの

発行であった :

役員会は小生にこの記念誌委員会担当を任命したが、全くの素ノ、であるばか

りでなく、私自身も仕事の上でi毎クト出張が多いので辞退したが、他の役夕tも そ

れぞれ重要な役割を負わなければならず、石原新会長に請われるままにり|き 受

けることになった1そこで集まった編集委員は、それぞltll:事や家庭をやりく

りしながら‖標に向けて一歩一歩前i笙 し、東京での会合は実によ111を超えた

印り1・ 製本事業に精i亜する岩田紘行君 (13期 )、 T・代延勝利イ](32期 ,、
「
1際

的活動や海クト生活に豊かな経験をもつIH(1品子71{1511い 、安冨英子:キ 116期 ,、

また海外事業、企業に11富な経験をもつ小笠原111文書 (7諄|)、 現役では試験

期間もいとわず交替で出席をしてくれた3ノ、 1千本良恭111、 邊見カギ|、 宮ケ

原英君 )、 そしてLi史を語る 11で最も重要な午表作成に1;ヲ ,I,、 委員会が壁に

ぶつかった時、いつもi芭切なアドバイスをくれた加1藤彰夫君
`l(1切
)と 、まさ

に年代を超えた強力なメンバーが編集のlilと なった]企碑iの内容、覇集、製本、

投稿者とのコンタクト等を彼らに4ヽlii的に11せることができたおかlザで、小生

4ま記念誌委員会を維続開1をすることに専念できた :

この記念誌が記念行事式典で、皆様のお千元に届けられることは大きな栄誉

であるtしかしながらその背景には、全編集委員のⅡRに対するitい思いとそ
の発をミを顎う気持ちがエネルキーとな i,、 その誕生が ll能になったことを皆竹:

にごi‖告したい,編集に際して、各期みんなが篠ることなく原稿を寄せること

を日指したが、結果的に各11代へ平等に振 :)分 :すること:ま L]華であった

またI‖ 111から協力してくれた、宮[Hキ己男li(391'卜 、安同美li14 144;り1)千
´
葉子3

弘君 (45期 )、 および米谷瑞恵君 (31期
'、

|ヨ中美和君・ 15#11に も感工|の気持

ちを伝えたい :

●|IR50周年記念誌委員会委員長  11理  泰 (フ期)

記念誌を発行するにあたり、ご多忙にもかかわらず貴重な文章をお1年せいた

だいた皆様に′亡,よ 1)感謝申し 11げ ます [

|‐分な準櫛ができていなかったために、OB'OG会 員をはじめとし、留学
生やホストファミリーなどお‖l話になった情様全jlに 原稿をお願いできなかっ

たことを残念に思っています ,

IIRは会員一人ひとりにとって、青春の思い出の1ページであ :)「異文 fヒに

触れ、Li際交流に貫i静tしたいJと いう情熱が諦年という歴史を支えてきたこと

を実感しました ,

三十余巨|の編集会i義を重ね、委歩:それぞれが最大の努力をして作り_Lげた記

念F志だとi南りこしています
=

最後に、この記念誌が1キ様に IIRのキF史 を今一度碁いていていただくきっ

かけになることを願い、編集長の1え拶とさせていただきたいと思います :

●編集長 岩 lJ紘行 (13期 )

*こ うt11いただきましたキ千様のケ:書きおよびIt歴は省「:券させていただきました,

慶磨義塾大学

国際関係会50年の軌跡

IIR
Past・ Present・ Future

2005114月 24日景ダ予

■発行人  石原渥勇 (1期 )
■編集人  亘理 泰 (7期 )
■銀集長  岩田黛行 (13期 )
■縄集委員 小笠漂正文 (7期 ;

加藤彰夫 (10期 :

田付晶子 (15期 :

安富英子 (16期 :

千代延勝利 (32期 :

千木良恭正 (50期 :

豊見 力 (51期 :
■カバー・表紙デザイン、

カバー・本文イラスト

田米秀子

■本文デザイン

tilク レッセント

■襲集協力 淵野明美 (9期 )

米谷菫恵 (31期 :

富田紀男 (39期 )

安岡美佳 (44期 :

千葉稔弘 (45期 )

田中美和 (45期 }

宮ヶ原英 (52期〕

■編集・校正 飯田美智子
吉川亮子

●印刷 開成堂印澪:や
●製本 ■'DNP製本
●発行所

慶鷹義塾大学国際関f系会

a立50周年記念行事実行委員会
三田部室

東京都港区三田 2-15‐45

TEL03-3453-0208
日吉部室

神奈川県横浜市港北区

日吉41-1

TEL045-562-1934
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